
 

 

 

 

 

 

福祉体験学習
教科・領域 総合的な学習の時間 周南市立周陽中学校３学年

キャリア教育の観点
この取組は、本校の総合学習のテーマ「いのち・いきる・ともに」で３年間学習

してきたまとめとして、福祉に関する体験学習を行うことで、他者の立場や生き方
を理解させ、自己の生き方を考えさせる活動です。ねらいは次の３つです。
①他者の立場や生き方を理解することで、自己の生き方を考える。

【自己理解・自己管理能力】
②福祉の現状と課題について理解し、「共に生きる力」「社会に貢献する力」「奉仕
の力」を育む。 【人間関係形成・社会形成能力】

③学習のまとめを作成することで、「表現する力」を育む。
【課題対応能力】

本校における「総合的な学習の時間」全体図

福祉体験学習

震災学習・班別研修（修学旅行）

ライフスキル学習

キャリア・スタート・ウィーク
５日間の職場体験学習

集団づくり

校外学習 「いのち」学習

集団宿泊学習
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事前準備

（１）他者を知り、自己を見つめる。
①人権感覚を磨く。………「いのち」を守るために－東日本大震災から考える－
②グループワークから、いろいろな考え方を認める。

（２）福祉の現状と課題について学ぶ。
①社会保障制度について学ぶ。
②希望する福祉体験事前学習を受ける。

（３）個人テーマに基づき、体験学習を実施する。
①個人テーマを作成し、事前の調べ学習を行う。
②体験学習の準備を行う。

事前体験学習

疑似体験を通して、その境遇にある方に自分は何ができるのかを考え、相手の気持ちや
立場にたった思いやりのある接し方ができることをねらいとして、福祉体験学習を行った。
指導者は、周南市社会福祉協議会の方々で、内容として、高齢者疑似体験、アイマスク、
車いす、手話、さらには、児童福祉（保育）に関する講話や演習などをお願いした。当日
は、２時間の体験活動を計画し、生徒は、７つの講座から希望する２つの講座で体験学習
を受けた。
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【体験先】 高齢者福祉 １２事業所
障害者福祉 ４事業所

福祉体験学習 児童福祉 ９事業所

体験学習当日は、事前に打ち合わせ
をしていたメニューに沿って、終日体
験学習を行った。
高齢者福祉体験では、特別養護老人

ホームで、施設から説明を受けた後、
レクリエーションを通じて、お年寄り
の方々とコミュニケーションをとった
り、車いすを押してあげたりなど、事
前学習を生かした内容の体験を行うこ
とができた。
また、児童福祉では、絵本の読み聞

かせや遊びなどを通して、子どもたち
としっかりふれあうことで、子どもへ
の関わり方を体験することができた。
生徒は、高齢者や幼児と関わりをも



つことで、相手の立場や気持ちを推し
量って対応することの難しさと同時に、
コミュニケーションの大切さを感じる
ことができた。

まとめ

福祉体験学習にあたっては、２年生の
時に、５日間の職場体験学習で学んだこ
で、福祉体験に生かせることは何かにつ
いて確認した。具体的には、「福祉体験
学習へ向けた意気込み」という題で、作
文を書かせ、当日、目的をもって学習で
きるように指導を行った。
体験学習後は、主に２点についてまと

めさせた。
①体験して気付いたこと、わかったこ
と、驚いたこと

②体験を終えて考えたこと
それらを元に、各自で新聞の形式にまとめ、文化祭で発表した。また、礼状を送るととも

にお世話になった方を文化祭にご招待することで感謝の意を表した。

考 察 ・ 課 題

生徒にとっては、３年生最後の総合学習の内容ということで、１年生のときから、全校
テーマとして取り組んできた「いのち・いきる・ともに」の集大成としての学習の意義を
感じ、自己の生き方につなげることができたようだ。
人間は、一人では生きていけない、お互いに支え合い、助け合いながら、人生を豊かに

生きるために、中学校の体験学習が今後の人生に役立ってほしいと願っている。
課題としては、中学校の家庭科に保育実習が、新学習指導要領に必修になったように、

重なったり、関連したりする内容については、整理、統合を行うなど、改善・見直しを図
っていきたいと考えている。

事後学習

事後学習として、社会福祉協議会から、「認知症サポーター養成講座」について案内が
あった。そこで、３年生対象に、高齢者の認知症を理解し、接し方について学ぶことで「と
もに生きる」ことについて考えることをねらいとして、学習を行った。
その学習を行った際の生徒の感想の一部を紹介する。

私が一番驚いたことは、認知症を少 今日の講話で一番学んだことは、
しでも遅らせることができるというこ こちらの態度は、確実に相手に伝わる
とです。私は、認知症は直したり、遅 ということだ。こちらが、つい攻撃的
らせたりということはできないと思っ になってしまうと相手もそうなってし
ていました。でも、そのためには、私 まう。それでは、お互い不幸になるだ
たちの対応がとても大切だということ けだと思う。そうではなくて、怒りそ
がわかりました。 うになった時は、席を外すとか、でき
私にできることは、しっかり実践し るだけ一人で抱え込まない工夫をして

たいと思います。これまであまり関わ いくことが大切だと思った。自分より
ったことのない人でも、自分が優しく も相手の方がつらいのだから、そこに
接することで、その人が治るまで手助 配慮が大切だと思う。
けをしてあげたいです。




